
2021年2月 4日 

役員、支部長各位 

京都府サッカースポーツ少年団連盟 

 連盟長  片岡 弥之 

 

 

「緊急事態宣言」延長に伴う新型コロナウイルス感染対策の徹底について 

 

平素より、京都サッカースポーツ少年団連盟の各種事業に対し、ご理解とご協力を賜り

ありがとうございます。 

 ご承知のとおり、緊急事態宣言は3月7日まで延長されましたが、期間中に開催予定の

連盟事業は、下記の感染対策を徹底した上で実施する事にいたします。 

（具体的な感染対策の内容は従来通りで変わっていません。） 

 

各チームの通常活動においても連盟事業同様、選手・指導者だけでなく保護者も含め、

すべての人が、感染対策の行動を継続するようお願いいたします。 

 

 

記 

◎共通の感染対策 

≪チーム≫ 

・大会会場に入場できるのは、エントリー選手と対象学年の控え選手のみとします。 

・試合中およびウオームアップ以外は、必ずマスクを着用してください。 

・試合中以外は、いかなる場所でもソーシャルディスタンス（最低1ⅿ以上）を確保し

てください。 

・食事を行う場合は、黙食でお願いします。 

・試合終了後は、速やかに帰宅してください。（長時間の反省会は厳禁です。） 

・チーム責任者は、チーム関係の来場者（保護者・観客）名簿を作成し、本部で確認し

てもらい1ヶ月間保管していただくようお願いします。（会場によっては会場管理者

への提出も必要です。）感染者が出た場合、保健所から名簿提出を求められます。 

 

 

≪観 客≫ 

・いかなる場所でもソーシャルディスタンス（最低1ⅿ以上）を確保してください。 

・選手と保護者は別の場所での待機をお願いします。 

・マスク（不織布マスクが望ましい）は必ず着用してください。 

・声を出しての応援は禁止です。拍手での応援をお願いします。 

 

≪本 部≫ 

・上記項目に違反した場合、試合中でも速やかに注意し、改善を求めてください。 

 （選手の安全を第一に考えた行動を求めてください。） 

・本部並びに会場の必要箇所にアルコール消毒液を設置し手指消毒を促してください。 

・健康観察チェックシートは、必要箇所の確認をお願いします。 

                                     以上 


